
１ 組織名  南矢幅第２行政区自治会 

 

２ 地区の概要 

  ○面積 0.471ｋ㎡  ○世帯数 675世帯  ○人口 1,761人 

（１）おいたち 

藩政時代の本町内は21の村々に区分されていて代官所が４通りあり、南矢幅村は（南

矢羽場村）見前通りに所属しており、当時見前通り南矢幅村の家数は32軒でした。 

明治22年（1889年）に町村制が公布になり、赤林村・広宮沢村・煙山村・上矢次村・

下矢次村・北矢幅村・又兵エ新田村・南矢幅村の８ケ村が合併して「煙山村」が発足し

ております。 

昭和30年（1955年）町村合併により矢巾村、さらに昭和41年（1966年）町制施行によ

り矢巾町が誕生し、盛岡都市広域圏の中で、農村型から都市型に移り変わり、近頃では

岩手医科大学薬学部、そして平成31年9月開業の附属病院の移転に伴い中村地区宅地造

成（サザンタウン）が完成し、益々世帯数の増加に拍車がかかり、最終的に50班体制で

の自治会運営となり、行政区再編の動きも見られるほど、町内でも大規模な自治会です。 

 

（２）特徴、特色 

当行政区内のほぼ中央を東北本線・東北新幹線が走り、西側地区は市街区域で駅西開

発に伴う進展で、現在では、ホームセンター・スーパーの進出により西口駅前としての

活気が見られます。東側地区は不来方高校や防災センター、商工会館を含む住宅街・ア

パートと世帯の増加が進み、さらに中村地区宅地開発「サザンタウン」が誕生し、自治

会班数50班にて企画運用しております。また矢幅駅前地区土地区画整理事業の完成によ

り東側地域の環境が変わりつつあることから、交通事故等への対策、防犯への気配り、

住民への「安全・安心」の自治会づくりを進めているところです。 

 

３ コミュニティ計画 

（１）コミュニティ活動方針 

①キャッチフレーズ 

和気あいあいで活気ある南矢幅２区 

②重点スローガン 

参加して楽しい一日過ごそうよ 

③活動目標 

自治会会員の交流を深め、親睦の絆を強くする様なイベントを企画し、参加して

よかったという声が聞こえてくるような自治会活動にしたい。 

 

（２）組織体制及び活動の内容 

区   分 活     動     内     容 

総務・企画・広報 組織活動の計画推進と会議の開催、ミニ広報の発行、各委員会の調整 

体育振興 各スポーツ大会行事への参加・実施に関すること 

交通安全理事 交通安全に関する意識付けに関すること 

交通安全母の会 交通安全対策思想の普及活動に関すること 

婦人防火クラブ 火災予防等防火活動の推進と共に防災に関すること 

小中ＰＴＡ地区長 小中学生・学校が地域とのふれあい関係に関すること 



食生活改善 食生活についての知恵及び情報の普及伝達に関すること 

女性クラブ（休止中） 福祉活動や女性の交流の場づくりに関すること 

保健推進 保健衛生思想等地域普及に関すること 

子供育成会 子供会活動の指導と援助に関すること 

環境整備ごみ減量

推進 

ごみ集積所の管理等、ごみ減量化と環境整備に関すること 

自主防災 避難訓練の実施、防災意識向上に関すること 

 

（３）主な事業、年間行事等 

主な事業、年間行事名 内     容 担当委員会 

ミニ広報発行 年10回位発行 企画・広報 

お花見会 ４月下旬頃に地域住民との交流会 班長、執行部 

さんさ踊り 矢巾町の夏まつりへ子供会中心に参加 子供会 

ふれあい夏まつり 
自治会全員の交流、親睦、子供会との世代間

交流 

役員、班長、

子供会 

バス旅行（休止中） 視察を兼ねた自治会員の親睦旅行 執行部 

こども神輿運行 熊野神社祭典での地区内神輿運行 
子供会、ＰＴ

Ａ地区長 

避難訓練、芋の子会 
地震を想定した避難訓練の実施、訓練後の反

省会を兼ねた自治会会員の交流 

自主防災会、 

食生活改善、 

保健推進 

各スポーツ大会 
矢巾町民スポーツ大会を通じて町民、自治会

会員の交流と親睦 
体育振興 

公園整備 わいわい公園・ロボット公園の草刈りと整備 
役員、ごみ減

量、有志 

町民運動会 
２年に１度の開催で町民と自治会会員の交流

と親睦 

地区住民、体

育振興 

エンジョイオセロ事業 オセロを通じて住民各層の親睦と交流を図る 執行部 

 

（４）コミュニティ施設等の整備計画                 （単位:千円） 

実施年度 事  業  区  分 事業費 内 容 説 明 

令和３年度 

サザンタウン内ごみ集積所の改修 450 
ごみ集積所扉の不具

合箇所（2カ所） 

地区内防犯灯の増設 200 防犯灯の増設 

令和４年度 サザンタウン内ごみ集積所の改修 300 
ごみ集積所扉の不具

合箇所（2カ所） 

令和５年度 行政区再編計画の立案 100 
大規模な再編になる

ため計画を立案 

令和６年度 行政区再編検討会の開催 100 
来年度実施に向けた

検討会議 

令和７年度 行政区再編実施 300 行政区再編の実行 

 



４ 資金計画 

（１）収入計画                           （単位:千円） 

科 目 説   明 
金       額 

３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 

自治会費 6,000円×世帯数 4,000 4,000 4,200 4,300 4,300 

協 力 金 地区内事業所 60 60 60 60 60 

補 助 金 道路・河川愛護費 60 60 60 60 60 

 防犯灯電気料補助 250 250 250 250 250 

 防犯灯設備補助 120 120 80 80 80 

 ごみ集積所整備補助 200 150 150 0 0 

 グラウンド整備補助 0 0 0 0 0 

そ の 他 雑収入、エンジョイ活動補助金 100 50 60 60 60 

合  計  4,790 4,690 4,860 4,810 4,810 

 

 

（２）支出計画                           （単位:千円） 

科 目 説   明 
金       額 

３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 

会 議 費 総会、役員会等 300 300 300 300 300 

事 業 費 広報発行費 50 50 50 50 50 

 親睦会費 800 800 900 900 900 

 各種スポーツ大会費 400 400 400 400 400 

 公民館運営費 50 50 50 50 50 

 各班へ活動補助 500 500 500 500 500 

 子供会育成会費 150 150 200 200 200 

維持管理費 防犯灯電気料 280 300 300 300 300 

 防犯灯設置費 120 120 80 80 80 

 公園、ごみ集積所 200 150 150 50 50 

 管理費 30 30 30 30 30 

生活福祉費 エンジョイ活動費 50 50 50 50 50 

役 員 手 当  50 50 50 50 50 

予 備 費  1,810 1,740 1,800 1,850 1,850 

合  計  4,790 4,690 4,860 4,810 4,810 
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